
 

 

§1 下部工（RC支柱）設計手順 

以下にRC支柱の設計手順を示す。道路橋仕様、鉄道橋仕様について応力度照査の手法は異なるが大まかな設計手順は同じである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

START 

①諸条件の設定および、断面、配筋の仮定 

・上部工反力の集計 

・地盤定数の設定 

・断面、配筋の仮定 

END 

②はりと柱の耐久性能の照査 

・疲労に対する照査 

・腐食に対する照査 

③はりと柱の耐荷性能の照査(永続・変動作用支配状況) 

・断面力に対する照査 

④はりと柱の耐荷性能の照査(偶発作用支配状況(L2地震時) 

・はり…断面力に対する照査 

・柱…水平耐力、変位に対する照査 

⑤杭とフーチングの耐久性能の照査(永続・変動作用支配状況) 

・疲労に対する照査 

・腐食に対する照査 

⑥杭とフーチングの耐荷性能の照査(永続・変動作用支配状況) 

・フーチング…断面力に対する照査 

・杭…変位、安定(押し抜き、引き抜き)に対する照査 

⑦杭とフーチングの耐荷性能の照査(偶発作用支配状況(L2地震時) 

・フーチング…断面力に対する照査 

・杭…断面力(降伏)、応答塑性率に対する照査 

※それぞれの照査で満足しない場合は①にフィードバックし、再度検討する。 

◎杭とフーチングの耐荷性能の照査(永続・変動作用支配状況) 

◎杭とフーチングの耐荷性能の照査(偶発作用支配状況(L2地震時) 

◎はりと柱の耐荷性能の照査(偶発作用支配状況(L2地震時) 


